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検証委員会をめぐる現状

 平成30年北海道胆振東部地震など直近の災害による、国民生活や経済活動への影響に

かんがみ、電力等の生活を支える重要インフラがあらゆる災害に対し、その機能を維持できる

よう、全国で緊急に総点検を行い、11月末を目途に政府の対応方策を取りまとめることを、

９月21日の「重要インフラの緊急点検に関する関係閣僚会議」において決定。

 当該決定や検証委員会の検証状況を踏まえ、経済産業省において、電力インフラの総点検

結果を確認・審議し、レジリエンスの高い電力インフラ・システムを構築するための課題や対策

を検討するため、「電力レジリエンスＷＧ」が設置され、11月中旬にも取りまとめを行い、上記

政府の対応方策にも報告・反映されていく予定。

 同ＷＧでは、対策を、取りまとめ後に即座に実行に移す「緊急対策」と、制度改革を含め、取

りまとめ後に即座に検討に着手する「中期対策」に分け、検討される予定。

 検証委員会の中間報告が取りまとまり次第、同ＷＧにおいて、中間報告も踏まえた検討を行

うため、その内容の報告が求められている状況。

 加えて、検証委員会の最終報告は、例えば、電力レジリエンスＷＧ取りまとめ後に着手される

「中期対策」（制度改革を含む）の具体的な検討の中で活用されることが考えられる状況。
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 当面（今冬）の早期対策や中長期的な対策を提言する中間報告を10月中目途に取りま

とめ後、早ければ本年中（2018年中）を目途に最終報告の取りまとめができるよう、2019

年２月～３月の石狩湾新港発電所や新北本連系設備の運開後に北海道エリアの周波数

制御体系が大きく変化する状況下で必要な対策の有効性について、シミュレーションにより集

中的に検証を行っていくこととしてはどうか。
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（参考）北海道大規模停電を踏まえた当面の電力レジリエンス等検討のスケジュール

総合資源エネルギー調査会電力・ガス基本政策小委員会
産業構造審議会電力安全小委員会
第１回電力レジリエンスＷＧ（2018年10月18日）資料5 P4 抜粋

4



（参考）電力レジリエンスＷＧで議論される論点（例）

総合資源エネルギー調査会電力・ガス基本政策小委員会
産業構造審議会電力安全小委員会
第１回電力レジリエンスＷＧ（2018年10月18日）資料7 P1 抜粋
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（参考）第２回以降の電力レジリエンスＷＧの進め方について

総合資源エネルギー調査会電力・ガス基本政策小委員会
産業構造審議会電力安全小委員会
第１回電力レジリエンスＷＧ（2018年10月18日）資料7 P2 抜粋
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